	表題：第１３回DSC勉強会

	日時：

2008/9/03　15:00～16:00
	場所：

慶応義塾大学三田キャンパス西校舎ホール
	記録：egawa


























































































































、としててイネージ威信





















































































































佐藤egawa


























































































































egawa


























































































































egawa


























































































































egawa


























































































































egawa


























































































































egawa




























































































































	１．事務局連絡 石戸

開会挨拶

アンケートのお願い

２．各部部会からの報告

２−１．配信部会 松下電機 窪田様

・８月２９日第６回配信部会実施報告
標準システムガイドラインが一段落し、今後の部会活動をどうするかメンバーで話合いを持ち、デジタルサイネージの技術全般を担う部会として「システム部会」に名称変更することを検討することになった。

・標準システムガイドライン公開について
　　8月末に会員の皆様に公開するという話をしていたが、事務局より関連団体の承認を待ってからという方針が出たので、まだ公開できていないが、承認が取れればすぐに公開したい。
２−２．指標部会 寒山 川村様

・ガイドライン作成について
　8月26日に日本SGI会議室を借りて部会を開催し、用語の使い方など手直しをかなりした。一般に馴染む表現を目指している。

　配信部会の標準システムガイドラインとすり合わせを行って会員の皆様に公開したい。

３．ゲストプレゼンテーション

岡谷エレクトロニクス株式会社 水野様
インテル株式会社　エンベデッド製品マーケティングマネージャ　金様

「エンベデッド製品のデジタルサイネージ市場への展開について」
http://www.oec.okaya.co.jp/
組込み製品についてのインテルのロードマップについて説明
低消費電力型のAtomプロセッサと動画音声処理チップセットについて

　・チップセットで動画処理を行うことにより、CPUで別作業を行うなどインテリジェントなシステムが構築できる

デジタルサイネージ市場の展望について

・2012年までに世界で２５００万台になる、2006年以降年41.4%の成長率がある

・TCO（ﾄｰﾀﾙｺｽﾄｵｰﾅｰｼｯﾌﾟ）+オーディエンス測定+インテリジェンスに着目

・電子看板⇒ネットワーク型⇒インテリジェント・統合型へ発展していく

質問

・欧米が一番進んでおり、日本は2番手であるということだが、欧米で普及しているのはなぜか？
⇒２～３年前、特にヨーロッパの景気が良かったことがあり、フランスやドイツなどでアートとしてのサイネージが普及し始めた。日本では電車やホテルの案内などに限られていた。

・低消費電力で低価格のプラットフォームを提供とあるが、資源高騰もあり、むしろ高くなる傾向では？
⇒資源高騰の影響は確かにあるが、市場の拡大とともに供給者が増え、競争が起これば中長期的には低廉化する。電子機器の歴史を見ても必ず低廉化する。

引き続き総会を開催いたします。
以上


